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石
川
文
洋
写
真
展
始
ま
る

　
１
０
月
2
6
日
か
ら
市
役
所
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
姑
ま
っ
た

石
川
文
洋
さ
ん
の
写
高
談
は
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
写
真
を
中

心
に
、
ア
フ
ガ
ン
や
仲
縄
な

ど
戦
争
加
入
を
ど
の
よ
う
に

痛
め
つ
け
る
の
か
を
改
め
て

亨
兄
さ
せ
る
内
容
だ
。
一
枚

ず
っ
に
石
川
さ
ん
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
が
付
い
て
い
る
の
で

わ
か
り
や
す
い
。

　
戦
争
加
ど
二
か
遠
い
と
二

EZ□1
　
改
憲
派
の
主
張
の

根
拠
は
、
現
行
憲
法

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
一
方
的

に
作
っ
て
日
本
に
押

し
付
け
た
、
と
い
う

も
の
だ
。

　
し
か
し
、
内
外
の
資
料
を

た
ん
ね
ん
に
掘
り
起
こ
し

て
制
作
さ
れ
た
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

プ
ゾ
ヤ
ル
・
日
本
国
憲
俯
誕

生
（
平
成
1
9
竿
４
月
2
9
目

放
送
）
は
、
憲
法
前
文
、
戦

争
放
棄
の
条
項
、
国
民
の
文

化
的
水
準
の
保
障
、
な
ど

る
の
出
来
事
で
は
な
く
、
人

聞
へ
の
鏝
大
の
暴
力
が
今
も

続
い
て
い
る
二
と
を
し
っ
か

関
宿
９
条
の
会
　
前
回
は

［
日
本
が
攻
め
ら
れ
五
に
ら
ど
う

す
る
の
か
］
な
ど
の
学
習
を

し
ま
し
た
。
次
回
は
Ｈ
月
か

1
2
月
に
忘
（
望
）
年
会
で
も
と

考
え
て
い
ま
す
。

か
わ
ま
９
条
の
会
　
1
0
月
1
2

日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ビ
デ
オ
「
マ

は
、
昭
和
２
１
年
当
時
の
国
会

内
に
設
け
ら
れ
た
新
憲
法
を

検
討
す
る
小
委
員
会
（
芦
田

均
委
員
長
）
で
の
激
し
い
議

論
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
攻
防
を
重

り
と
心
に
刻
み
九
い
。

　
１
１
月
９
目
（
目
）
か
ら
は
帚

の
ホ
ー
ル
３
階
の
ギ
ヤ
ラ

リ
ー
に
場
所
を
移
し
て
Ｉ
エ
週

間
開
催
す
る
。
戦
争
と
平
和

を
考
え
る
た
め
に
ぜ
ひ
若
い

マ
は
イ
ラ
ク
ヘ
行
っ
た
」
を

見
で
話
し
合
っ
た
。
戦
争
に

行
っ
た
女
性
兵
士
が
帰
っ
て

か
ら
精
神
を
病
み
子
育
て
で

き
ず
潤
を
流
牛
窓
に
胸
が
諦

め
付
け
ら
れ
た
。
次
回
は
1
2

月
７
目
（
目
）
１
時
半
～
北
部

公
民
館
に
て

=
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l

a

l

平
氏
は
Ｉ
…
日
本
の
要
人

が
、
総
司
令
部
の
た
た
み
か

け
る
よ
う
な
示
唆
、
指
令
に

た
だ
す
べ
な
く
従
っ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯

「
九
条
」
は
日
本
人
の
発
案
だ
っ
た

　
　
　
　
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　
　
中
井
　
清

れ
た
す
え
、
日
本
人
の
手
で

書
か
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で

あ
る
。

　
日
本
文
学
研
究
の
竹
百
寛

を
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
は
事

実
に
語
ら
せ
る
構
成
で
多
面

的
に
畳
示
し
た
。
：
そ
の
上

う
な
認
識
を
示
す
報
道
機
関

の
あ
る
こ
と
に
一
抹
の
安
堵

- - - -----

- -

方
々
に
も
見
て
ほ
し
い
。
お

誘
い
合
わ
せ
て
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

　
１
５
目
玉
）
は
夜
９
時
ま
で

開
け
て
い
ま
す
。

「
－
－
－
－
－

「‾

ペホ勲ｎｓ
－
順順

｜

11月９日（日）～

　　　11月15日（土）

９時～１８時（初口は午後か

らヽ最終日は午後９時まで）｜

｜

｜

｜

｜

｜

を
得
た
」
（
（
ュ
リ
イ
カ
ー
平

成
1
9
年
６
月
号
）
と
書
い
て

い
る
。
ニ
の
番
組
は
今
年

の
５
月
３
目
ま
で
の
間
に

５
回
放
送
さ
れ
へ
ま
た
、

そ
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し

く
胆
汁
し
た
「
日
本
国
憲

法
誕
生
」
と
い
う
本
部
、
今

年
１
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
か

ら
発
行
さ
れ
て
い
る
。

－ 一 一一 一

　
元
条
へ
の
想
い
」
へ
の
４

０
０
字
程
度
の
万
福
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

し___________」
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も
う
お
壬
匹
に
チ
’
ケ
ッ
ト

は
届
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

言
フ
シ
の
真
に
一
野
田
・
九
条

の
吝
の
ア
ピ
ー
ル
を
載
せ
、

地
域
新
聞
へ
の
折
り
込
み
や

デ
フ
ン
テ
ィ
ア
で
の
配
布
で
。

ほ
ぼ
市
内
金
世
帯
の
ポ
ス
ト

に
お
届
け
し
ま
し
た
。
講
演

会
と
写
真
晨
の
開
催
経
費
と

と
も
に
、
こ
の
ア
ピ
ー
ル
を

す
る
経
費
を
協
カ
チ
ケ
ッ
ト

の
売
上
げ
で
ま
か
な
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
お
近
く

の
運
営
委
員
七
三

!ﾆ後２持参のホヅレ研修室　＊署名活動11月19日（水）午後４時スづレいなげや前(土)・九条の会定例会11月８日野田
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ダラエヌールの菜の花畑（伊勝利出さん廠影）

8月26目、ペレヅフール会(NGO)のワーカーとして2003年以来

アフガニスタンで､農業支援に携わってきた伊藤和也さん(31)が

拉致され､殺害され/≒

ちょうど!年前中村哲現地代表はづ合安悪化、タリバーン勢力の

復活拡大の背景には､戦乱と旱他で疲弊した農村の現実がある

と指滴し次のように訴えていた。

　　｢テロ特措法延長問題を議論する前に、今なお続く米国主

導のアフガン空爆そしてアフガン復興の意味を、今一度熟考

する必要があるのではないか。日本政府は1000億円以上の

復興支援を行っている、と同時にテロ特推法によって『反テ

ロ戦争』という名の戦争支援をも強力に行っているのである。『殺しながら助ける』支援というものがあり得

るのか。干渉せず、生命を尊ぶ協力こそが、対立を和らげ、武力以上の現実的な『安全保障』になることが

ある。これまで現地が親日的であった歴史的根長のーつは、日本が他国の紛争に軍事介入しなかったことにあ

った。他人事ではない。特措法延長で米国同盟軍と見なされれば反日感情に火がつき、アフガンで活動をする

私たちの安全が脅かされるのは必至である。繰り返すが、『国際社会の安全と繁栄』や『日米同盟』という虚

構ではなく、最大の被害者であるアフガン農民の携点にたつて、テロ特措法の是非を考えていただきたい｡」

　　（毎日新聞・ペシャワール会H.P）

しかしわたしたちはこの切実な現地報告を生かすことが出炭ず､インド洋での給油新テロ特指圧は今年1月衆院再可決

によって延長されてしまった。さらに今国会では屏延長を巡って居合解散の取引材料とされ､驚くべきスピードで衆院を

通過しで、参院防衛委員会にかけられた。｢どうしたらテロをな◇ｾﾞﾆるか｣という議論抜きで､伊藤さんの死さえも口実にし

て｢テロとの戦い｣レ国際貢献｣が声高に謳われている。人々もまたさレC耳障り'とも感じずにやり過ごしている。だがァ

フガンの状況は悪化の一途で､農民の苦しみは増すばかりと聞く。

伊藤さんが｢子燐こちが飢えることのない緑の大地を取り戻したい｣と誠実な実践をもって伝えブゾ平和｣。どうしたら青年

の熱い遺志を受け継いでァフガンに平和をもたらすニとが出東るのか､今ねたし乞ち一人Ｔ人にその答えが求められて

いるのではないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(文責編集部)

･s5ぶうせん！憲法クイ馮
Ａ憲法第14条に定められた7法の下の平等｣の中　　Ｂ外国人の権利に関わる次の記述の中で正しくな

　で正しくないものを一つあげよ。　　　　　　　　　　　いものを一つあげよ。

①性別を理由とする異なった取扱いは｢法の下の腸

　等j　の考え方に反する。

②人種､民族を理由とする異なった取扱いは｢法の

　下の平等｣の考え方に反する。

③思想､信条を理由とする異なった取扱いは｢法の

　下の平等｣の考え方に反する。

④匡丿民の所得によって税率に格差を設けることは

　｢法の下の平等ノ｣考え方に反する。

①こんにち、外国人が無条件に再入国出来る例が

　広がっている。

②こんにち、地方選挙については外国人にも保障

　されるという見解が有力になってきている。

③こんにち､外国人にも社会権が保障されるべきだ

④こんにち､外国人が公務員として任用される例が

　広が、ている。

　　　　　　　　　　　　　正解A-④　　B-①

　法学館憲法研究所｢憲法検定｣インタネット版より
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